
「
音
」
と
「
音
韻
」

阿
久
津

智

一

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
主
に
、「
部
分
」（
の
名
称
）
と
「
全
体
」（
の
名
称
）
と
い

う
観
点
か
ら
、「
音
（
お
ん
）」
と
「
音
韻
」
と
に
つ
い
て
見
て
い
き
（
１
）

た
い
。

「
部
分
」
と
「
全
体
」
と
い
う
の
は
、た
と
え
ば
、語
彙
に
関
し
て
、「『
語
』

（
単
語
）
が
『
個
々
の
語
』
を
表
し
、『
語
彙
』
が
『
語
の
総
体
』
を
（
２
）

表
す
」

と
い
う
場
合
の
、「
語
」
と
「
語
彙
」
と
に
当
た
る
よ
う
な
関
係
の
こ
と
で

あ
る
。

日
本
語
で
は
、
言
語
の
研
究
・
教
育
に
関
し
て
、「
部
分
」（
要
素
、
単
位
）

と
「
全
体
」（
集
合
、
体
系
）
と
に
同
じ
用
語
を
使
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、「
文
字
」（
あ
る
い
は
「
字
」）
は
、
個
々
の
文
字
（
た

と
え
ば
、「
あ
」
や
「
い
」）
を
指
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
文
字
体
系
全
体
（
た

と
え
ば
、
ひ
ら
が
な
全
体
）
を
指
す
こ
と
も
（
３
）

あ
る
。
ま
た
、「
文
法
」
は
、

個
別
の
文
法
現
象
（
部
分
）
を
指
す
こ
と
も
あ
り
、
文
法
現
象
全
体
を
指
す

こ
と
も
（
４
）

あ
る
。
た
と
え
ば
、「
部
分
」
を
指
す
例
に
は
、「
通
常
、
活
用
な
ど

の
文
法
を
学
ぶ
の
は
中
学
以
降
だ
。」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
一
年
七
月
三

日
）
な
ど
が
あ
り
、「
全
体
」
を
指
す
例
に
は
、「
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
法
は
難

し
い
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
六
月
一
〇
日
夕
刊
）
な
ど
が
あ
る
（
傍

線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
（
５
）

同
じ
）。

で
は
、「
音
」
と
「
音
韻
」
と
は
、
言
語
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味

（
関
係
）
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
の
一
般
的
な
用
法
と
し

て
は
、「
音
」、「
音
韻
」
と
も
に
、「
部
分
」（
要
素
、
単
位
）
を
表
す
こ
と

も
、「
全
体
」（
集
合
、
体
系
）
を
表
す
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
新
聞
記
事
を
検
索
す
る
と
、「
部
分
」
を
表
す
と
思
わ
れ
る
、「
ア
、
イ
、

ウ
と
い
う
音
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
六
年
六
月
二
八
日
）、「『
テ
ィ
』
な

ど
の
音
韻
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
九
月
一
六
日
）
な
ど
の
用
例
や
、

「
全
体
」
を
表
す
と
思
わ
れ
る
、「
日
本
語
の
音
の
特
性
」（『
読
売
新
聞
』

二
〇
一
七
年
一
月
二
九
日
）、「
文
法
や
音
韻
な
ど
の
言
語
基
盤
」（『
読
売
新

聞
』
二
〇
〇
九
年
七
月
五
日
）
な
ど
の
用
例
が
見
つ
か
る
（
た
だ
し
、「
音
」

の
読
み
方
は
、「
お
ん
」
で
は
な
く
、「
お
と
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
）。

し
か
し
、
こ
れ
と
は
別
に
、
現
代
の
日
本
語
学
・
言
語
学
で
は
、「
音
」
と

「
音
韻
」
と
を
区
別
し
て
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
過
去
の
言
語
音
研

究
に
お
い
て
、「
音
」
と
「
音
韻
」
と
の
使
い
方
に
、
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
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と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

以
下
、
現
代
の
日
本
語
学
・
言
語
学
に
お
け
る
、「
音
」
と
「
音
韻
」
と

の
使
い
分
け
（
二
節
）
や
、
近
代
ま
で
の
言
語
音
研
究
に
お
け
る
、「
音
韻
」

や
「
音
」
の
使
い
方
（
三
節
）
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

二

現
代
の
日
本
語
学
・
言
語
学
に
お
け
る
「
音
」
と
「
音
韻
」

現
代
の
日
本
語
学
・
言
語
学
で
は
、「
音
」
と
「
音
韻
」
と
を
区
別
し
て

用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
音
」
は
音
声
学
（phonetics

）
上

の
概
念
（
あ
る
い
は
、
実
際
の
発
音
）
を
表
す
用
語
、「
音
韻
」
は
音
韻
論

（phonology

）
上
の
概
念
を
表
す
用
語
、
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
る
領

域
（
レ
ベ
ル
）
の
も
の
と
し
て
、
使
い
分
け
ら
れ
る
。
日
本
語
学
・
言
語
学

の
概
説
書
か
ら
、
例
を
挙
げ
る
。

（
１
）
人
々
の
頭
脳
に
記
憶
さ
れ
た
音
の
観
念
を
音
韻
と
い
う
。
し
か

し
、
現
実
に
わ
れ
わ
れ
が
聞
く
音
声
が
、
わ
れ
わ
れ
の
持
っ
て
い
る
音

韻
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
か
な
ら
ず
し
も
期
待
で
き

ず
、〔
…
〕
あ
る
ば
あ
い
に
は
ち
ょ
っ
と
変
な
音
だ
が
と
は
思
っ
て
も
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
音
韻
と
結
び
付
け
て
聞
き
と
る
こ
と
に
な
る
し
、

あ
る
ば
あ
い
に
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
音
韻
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま

ら
な
く
て
、
そ
の
音
を
聞
き
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

（
馬
淵
和
夫
『
国
語
音
韻
論
』
笠
間
書
院

一
九
七
一：

三
〜
四
）

（
１
）
で
は
、「
音
」
を
「
現
実
に
わ
れ
わ
れ
が
聞
く
音
声
」、「
音
韻
」

を
「
人
々
の
頭
脳
に
記
憶
さ
れ
た
音
の
観
念
」
と
し
て
、
両
者
を
異
な
る
レ

ベ
ル
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
「
音
」（
音
声
）
と
「
音
韻
」
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、（
音
声
学
的
な
概
念
で
あ
る
）「
単
音
」（phone

）
と
、

（
音
韻
論
的
な
概
念
で
あ
る
）「
音
素
」（phonem

e

）
と
に
当
た
る
。
た

だ
し
、
馬
淵
は
、「
観
察
す
べ
き
音
の
単
位
」
に
つ
い
て
、「
日
本
語
の
ば
あ

い
は
、
日
本
人
の
脳
中
に
存
在
し
て
い
る
音
の
観
念
と
し
て
は
音
節
が
普
通

で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
音
節
か
ら
観
察
を
始
め
る
の
が
都
合
が
良
い
と
思
う
。」

（
同
書
八
頁
）
と
述
べ
、「
単
音
」
や
「
音
素
」
の
レ
ベ
ル
（
母
音
や
子
音
）

で
は
な
く
、「
音
節
」
レ
ベ
ル
の
も
の
（
実
際
に
は
、
モ
ー
ラ
）
を
、「
音
韻
」

の
基
本
単
位
と
見
て
（
６
）

い
る
。

（
２
）
音
声
が
「
意
味
」
と
は
無
関
係
に
、
言
語
習
慣
と
し
て
発
せ
ら

れ
た
個
々
の
音
（
オ
ン
）
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
音
韻
は
、

あ
る
一
つ
の
言
語
体
系
の
中
で
、
意
味
の
あ
る
音
連
続
を
形
成
す
る
た

め
に
個
々
の
音
の
特
徴
が
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
考
え
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
。〔
…
〕
た
と
え
ば
、
音
声
と
し
て
は
互
い
に
微
妙

に
異
な
る
Ａ
の
音
と
Ｂ
の
音
が
あ
っ
た
と
し
て
、
双
方
の
機
能
が
同
じ

で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
Ａ
と
Ｂ
と
は
同
じ
音
韻
に
属
す
る
」
と
い
う
。

言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
音
韻
と
は
、
あ
る
言
語
の
中
で
、
機
能
の
同
じ

音
声
を
ひ
と
く
く
り
の
束
に
し
て
ま
と
め
、
そ
の
代
表
と
し
て
抽
出
し

た
抽
象
的
な
概
念
の
こ
と
で
あ
る
。

（
工
藤
浩
ほ
か
『
日
本
語
要
説

改
訂
版
』
ひ
つ
じ
書
房

二
〇
〇

九：

一
一
九
）

（
２
）
で
は
、「
音
」（
音
声
）
を
「『
意
味
』
と
は
無
関
係
に
、
言
語
習

慣
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
個
々
の
音
そ
の
も
の
」
と
し
、「
音
韻
」
を
「
あ
る

言
語
の
中
で
、
機
能
の
同
じ
音
声
を
ひ
と
く
く
り
の
束
に
し
て
ま
と
め
、
そ

の
代
表
と
し
て
抽
出
し
た
抽
象
的
な
概
念
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「
音
」（
音
声
）
と
「
音
韻
」
と
は
、（
１
）
と
同
様
に
、「
単
音
」
と
「
音

素
」
と
に
当
た
る
が
、「
音
韻
」
を
「
機
能
の
同
じ
音
声
を
ひ
と
く
く
り
の
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束
に
し
て
ま
と
め
」
た
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
、「
異

音
」（allophone

）
と
「
音
素
」（phonem

e

）
と
の
関
係
に
あ
る
と
も

い
え
る
（「
異
音
」
は
、「
同
一
の
音
素
と
解
釈
さ
れ
る
単
音
」（
風
間
喜
代

三
ほ
か
『
言
語
学

第
二
版
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
一
五：

二
三
一
）

で
あ
る
）。

（
３
）
自
分
の
母
語
で
は
一
つ
の
音
韻
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
ほ
か

の
言
語
だ
っ
た
ら
い
く
つ
か
の
違
う
音
韻
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
と
き

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
語
だ
っ
た
ら
バ
行
子
音
は

頭
の
中
に
一
つ
の
音
韻
と
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
英
語
で

は
﹇b

﹈
と
﹇v

﹈
を
ま
っ
た
く
違
う
音
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
英

語
を
話
す
人
の
中
に
は
、
そ
も
そ
も
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
想
像
さ
え
で
き
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
際
の
音
に
耳
を
傾
け
る

と
、
日
本
人
が
バ
行
子
音
を
発
音
す
る
と
き
に
は
、
英
語
の
﹇b

﹈

に
近
い
発
音
の
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、﹇v

﹈
に
近
い
人
も
い
る
。

（
黒
田
龍
之
助
『
は
じ
め
て
の
言
語
学
』
講
談
社

二
〇
〇
四：

一
二

一
）

（
３
）
で
は
、「
音
韻
」
を
、
複
数
の
「
音
」
を
「
一
つ
に
ま
と
め
」
た

も
の
と
見
て
お
り
、（
２
）
と
同
様
に
、「
音
韻
」
と
「
音
」
と
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、「
音
素
」
と
「
異
音
」
と
に
当
た
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
文

中
の
「
英
語
で
は
﹇b

﹈
と
﹇v

﹈
を
ま
っ
た
く
違
う
音
と
し
て
捉
え
て

い
る
」
の
「
音
」
は
、「
日
本
人
」
に
と
っ
て
は
「
異
音
」
と
な
る
が
、「
英

語
を
話
す
人
」
に
と
っ
て
は
「
音
素
」
と
な
る
「
音
」
を
指
し
て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
現
代
の
日
本
語
学
・
言
語
学
で
、「
音
」
と
「
音

韻
」
と
を
区
別
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
あ
る
と

い
え
る
（
こ
の
場
合
、「
音
」
は
「
音
声
」
と
言
い
換
え
ら
（
７
）

れ
る
）。

（
ａ
）「
音
」
と
「
音
韻
」
と
を
、
ス
ケ
ー
ル
の
差
と
見
る
場
合

「
音
」
は
よ
り
精
密
な
（
細
か
く
聞
き
分
け
た
）
も
の
、「
音
韻
」
は
よ

り
大
ま
か
な
（
複
数
の
「
音
」
を
ま
と
め
た
）
も
の
。

（
ｂ
）「
音
」
と
「
音
韻
」
と
を
、
異
な
る
レ
ベ
ル
の
も
の
と
見
る
場
合

（
b１
）「
音
」
は
現
実
的
な
も
の
、「
音
韻
」
は
観
念
的
な
も
の
。

（
b２
）「
音
」
は
物
理
的
な
も
の
、「
音
韻
」
は
機
能
的
な
も
の
。

例
（
１
）
〜
（
３
）
は
、
右
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
見
方
に
よ
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、（
い
ず
れ
か
を
重
き
を
お
く
に
し
て
も
）
こ
れ
ら
の
見
方
が

組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
「
音
」
と
「
音
韻
」

と
は
、「
部
分
」
と
「
全
体
」
と
い
う
関
係
に
は
な
っ
て
い
な
い
（（
ａ
）
の

「
音
韻
」
は
、
複
数
の
「
音
」
の
「
集
合
」
と
い
え
る
が
、
こ
の
「
音
韻
」

は
、
個
々
の
「
音
韻
」
で
あ
っ
て
、「
音
韻
」
の
「
全
体
」
で
は
な
い
）。

と
こ
ろ
で
、
例
（
１
）
〜
（
３
）
で
は
、「
音
韻
」
と
い
う
語
が
、
音
韻

論
的
な
「
単
位
音
」（
分
節
音
、
個
別
音
）
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
日

本
語
学
で
は
、（
先
に
も
ふ
れ
た
が
）
単
位
音
と
し
て
の
「
音
韻
」
が
、
音

素
（
母
音
や
子
音
）
で
は
な
く
、
音
節
（
正
確
に
は
、
モ
ー
ラ
）
を
表
す
場

合
が
多
い
。
辞
書
や
参
考
書
、
概
説
書
か
ら
、
例
を
挙
げ
て
お
く
。

（
４
）「
ゐ
」「
ゑ
」
は
昔
の
音
韻
を
表
し
た
字
で
す
。

（『
学
習
新
国
語
辞
典

第
四
版
』
講
談
社

二
〇
一
一
「
音
韻
」
例
）

（
５
）
単
語
の
区
別
に
役
立
つ
音
の
ひ
と
か
た
ま
り
を
音
韻
と
い
う
。

／
た
と
え
ば
、「
り
ん
ご
」
と
「
た
ん
ご
」
と
で
は
、「
り
」
対
「
た
」

が
単
語
を
分
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、「
り
」
も
「
た
」

も
一
つ
の
音
韻
で
あ
る
。

（
峰
高
久
明
ほ
か
『
中
学
総
合
的
研
究

国
語

改
訂
版
』
旺
文
社

二
〇
〇
九：
一
五
二
）（
／
は
改
行
を
示
す
。
以
下
同
じ
）
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（
６
）
外
国
語
を
借
用
し
て
日
本
語
に
用
い
る
場
合
、
日
本
語
の
音
韻

に
同
化
さ
せ
た
語
形
が
用
い
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う

に
、そ
の
外
国
語
の
発
音
に
応
じ
て
外
来
語
だ
け
に
適
応
さ
れ
る
音
韻
、

な
ら
び
に
そ
れ
を
書
き
表
す
特
有
の
表
記
も
あ
る
。〔

…〕

﹇ʃe

﹈

「
シ
ェ
」：
シ
ェ
ー
カ
ー

シ
ェ
ー
ド

（
沖
森
卓
也
編
著
『
語
と
語
彙
』
朝
倉
書
店

二
〇
一
二：

一
二
）

ま
た
、「
現
代
仮
名
遣
い
」（
昭
和
六
一
年
七
月
一
日
内
閣
告
示
第
一
号
）

に
は
、「
語
を
書
き
表
す
の
に
、
現
代
語
の
音
韻
に
従
っ
て
、
次
の
仮
名
を

用
い
る
。」（「
本
文

第
一
」）
と
し
て
、「
直
音

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ
〔
…
〕」、「
拗
音

き
ゃ

き
ゅ

き
ょ
〔
…
〕」、

「
撥
音

ん
」、「
促
音

っ
」、「
長
音

（
１
）
ア
列
の
長
音

ア
列
の
仮

名
に
『
あ
』
を
添
え
る
。〔
…
〕」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
お
お

む
ね
モ
ー
ラ
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
が
、「
長
音
」
に
つ
い
て
は
、
音
節
が

単
位
と
な
っ
て
い
る
（
同
「
付
表
」
に
は
、「
現
代
語
の
音
韻
」
と
し
て
、

「
イ
」、「
ウ
」、「
エ
」、「
オ
」、「
カ
」、「
ガ
」、「
ジ
」、「
ズ
」、「
ワ
」
と
と

も
に
、「
ユ
ー
」、「
オ
ー
」、「
コ
ー
」、「
ゴ
ー
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）。

こ
れ
は
、
長
音
の
仮
名
遣
い
が
音
節
単
位
で
し
か
規
定
で
き
な
い
た
め
に
と

ら
れ
た
、
便
宜
的
な
措
置
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
、「
現
代
仮
名
遣
い
」

に
お
け
る
「
音
韻
」
は
、
モ
ー
ラ
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
音
韻
」
の
用
法
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
見
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
音
」
と
の
異
同

を
考
え
な
が
ら
、
次
節
で
見
て
い
き
た
い
。

三

近
代
ま
で
の
言
語
音
研
究
に
お
け
る
「
音
韻
」

三
・
一

近
世
ま
で
の
「
音
韻
」

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
近
世
ま
で
の
、「
音
韻
」
と
い
う
語
の
意
味
・
用
法

の
変
遷
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ふ
れ
て
（
８
）

お
く
。

「
音
韻
」
の
原
義
は
《
音
楽
的
に
調
和
し
た
美
し
い
音
》
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、《
こ
と
ば
や
声
の
響
き
》
↓
《
詩
の
リ
ズ
ム
や
韻

律
》
の
よ
う
に
意
味
が
派
生
し
て
、
南
北
朝
・
隋
代
の
こ
ろ
に
、《
漢
字
音
》

（
中
国
語
音
）
や
《
漢
字
音
の
研
究
》
を
表
す
用
法
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
の
「
音
韻
」
の
、
中
国
に
お
け
る
古
い
用
例
に
は
、「
自

こ
こ

そ

茲
厥
後
、
音
韻
鋒
出
」〔
茲
よ
り
厥
の
後
、「
音
韻
」
鋒
出
す
〕、「
李
季
節
著

音
韻
決
疑
」〔
李
季
節
『
音
韻
決
疑
』
を
著
す
〕（
以
上
、
顔
之
推
『
顔
氏
家

訓
』（
六
〇
〇
頃
）
巻
下
「
音
辞
篇
」）、〔
夜
永
酒
闌
、
論
及
音
韻
」〔
夜
永

た
け
な
わ

く
酒
闌
に
し
て
、「
音
韻
」
に
論
及
す
〕（
陸
法
言
等
撰
『
切
韻
』（
六
〇
一
）

序
。
陳
彭
年
等
撰
『
大
宋
重
修
広
韻
』（
一
〇
〇
八
）
に
よ
る
）
な
ど
が
あ

る
（
漢
字
の
字
体
や
句
読
点
な
ど
は
、現
代
日
本
語
表
記
の
も
の
を
用
い
る
。

〔
〕

内
（
読
み
下
し
・
和
訳
な
ど
）
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。

こ
れ
ら
の
「
音
韻
」
は
、い
ず
れ
も
《
漢
字
音
の
研
究
》（
具
体
的
に
は
、「
反

切
」（
の
研
究
）
や
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
「
韻
書
」（
の
編
纂
））
を
表
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
（
あ
る
い
は
、
こ
れ
と
と
も
に
）、「
音

韻
」
に
は
、《
漢
字
音
》（
中
国
語
音
）
を
表
す
用
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
ち
ら
の
古
い
用
例
に
つ
い
て
は
、
明
清
代
に
復
元
さ
れ
た
、
酈
道

元
注
『
水
経
注
』（
五
一
五
頃
）
に
あ
る
も
の
し
か
、
筆
者
に
は
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
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（
７
）

水
又
東
南
逕
辰
亭
東
、
俗
謂
之
田
城
、
非
也
。
蓋
田
・
辰
声

い
す
い

相
近
、
城
・
亭
音
韻
聯
故
也
。〔

水
は
又
東
南
の
か
た
辰
亭
の
東
を

ゆ

け
だ

逕
く
、
俗
に
之
を
田
城
と
謂
う
は
、
非
な
り
。
蓋
し
田
・
辰
、
声
相
近

つ
ら

く
、
城
・
亭
「
音
韻
」
聯
な
る
故
な
ら
ん
。〕

（
酈
道
元
注
『
水
経
注
』（
五
一
五
頃
）
巻
二
二
「

水
」）

こ
れ
は
、「
田
」
と
「
辰
」
と
は
、
声
母
（
頭
子
音
）
の
音
が
似
て
お
り
、

「
城
」
と
「
亭
」
と
は
、
韻
母
（
頭
子
音
以
外
の
部
分
）
の
音
が
似
て
い
る

（
そ
の
た
め
に
、「
辰
亭
」
を
「
田
城
」
と
誤
っ
て
言
う
こ
と
が
あ
る
）
と

い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（『
広
韻
』
で
は
、「
城
」
は
「
下
平
」

十
四
の
「
清
」
韻
に
、「
亭
」
は
「
下
平
」
十
五
の
「
青
」
韻
に
属
す
る
）。

こ
の
「
音
韻
」
は
、
具
体
的
に
は
「
韻
母
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、
唐
代
に
は
、
悉
曇
学
書
に
、「
音
韻
」
が
中
国
語
以
外
の
言
語

（
梵
語
）
に
使
わ
れ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。

キ
ウ

カ
ネ

ツ
マ
ヒ
ラ

ヲ
ン

（
８
）
与
ト
二

唐
書
ノ

旧
翻
一

兼
テ

詳
カ
ン
ス
ル
二

中
天
ノ

音
韻
ト
ヲ
一

不
ス
レ

無
キ
ニ
二

サ
ホ
ン

カ
ウ
ケ
キ

ゲ
ン
ラ

差
反
一

考
覈
ス
ル
ニ
二

源
濫
ヲ
一

所
ロ
レ

帰
ル

悉
曇
ナ
リ

（
智
広
『
悉
曇
字
記
』（
七
九
四
頃
））（
訓
点
は
、
根
来
寺
往
生
院
刊

本
（
一
四
四
七
刊
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

（
８
）
は
、（
智
広
の
学
ん
だ
）「
南
天
竺
般
若
菩
提
ノ

悉
曇
」
と
、「
唐
書
」

（
唐
代
の
書
）
の
「
旧
翻
」（
旧
訳
）
と
、「
中
天
」（
中
天
竺
）
の
「
音
韻
」

と
を
比
べ
て
検
討
す
る
と
、
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
本
源

は
「
悉
曇
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
信
範
『
悉
曇
字
記
聞

書
』（
一
三
世
紀
）（
善
通
寺
蔵
本

一
六
五
六
刊
）
巻
一
に
よ
る
）。
こ
の

「
音
韻
」
は
、《
特
定
言
語
の
音
の
体
系
》、
具
体
的
に
は
、「
中
天
」
の
音

の
体
系
（
全
体
）
を
、
大
ま
か
に
表
し
て
い
る
と
思
わ
（
９
）

れ
る
。

「
音
韻
」
と
い
う
語
（
の
複
数
の
意
味
）
は
、
平
安
時
代
の
初
め
に
、
日

本
に
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
時
代
初
期
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
音

韻
」
の
用
例
に
は
、《
個
別
の
言
語
音
》（
単
位
音
、
分
節
音
）
を
表
す
と
思

わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

（
９
）
造
書
天
造
リ
二

四
十
七
字
ヲ
一

光
音
天
説
二

四
十
二
字
ヲ
一

故
ニ

有
二

十

二
ト

十
六
ト
ノ

音
韻
一
十
四
ト

六
十
四
ト
ノ

音
声
五
音
三
書
八
体
六
文
一

。

（
安
然
『
悉
曇
蔵
』（
八
八
〇
）
序
）（
台
宗
書
林
・
柏
屋
喜
兵
衛
の
刊

本
（
一
七
八
九
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

右
に
つ
い
て
、
釘
貫
亨
は
、「『
十
二
十
六
音
韻
』
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ

る
悉
曇
十
二
摩
多
（
お
お
む
ね
母
音
に
相
当
す
る
）
に
別
摩
多
四
音
を
加
え

た
も
の
で
あ
り
、『
一
十
四
六
十
四
音
声
』
と
い
う
の
は
、
そ
こ
か
ら
派
生

し
た
基
本
的
音
声
を
指
す
も
の
と
思
わ
（
１０
）

れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
「
音
韻
」
は
、「
摩
多
」（
母
音
）
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
（『
悉
曇
蔵
』

序
に
は
、「
摩
多
」
も
見
え
る
）。『
悉
曇
蔵
』
に
は
、
ま
た
、「
阿
等
ノ

十
六

音
ハ

皆
ナ

是
レ

韻
音
ナ
リ

」（
序
）
や
、「
阿
等
ノ

十
二
ヲ

為
ス
レ

韻
ト

」（
巻
二
）
な
ど

と
あ
り
、
こ
の
「
韻
音
」
や
「
韻
」
も
「
摩
多
」
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る

（
な
お
、『
悉
曇
字
記
』
に
は
、「
母
音
」
を
表
す
の
に
、「
摩
多
」
や
「
韻
」

は
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
音
韻
」
や
「
韻
音
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
音
韻
」
に
お
け
る
《
個
別
の
言
語
音
》（
こ

の
場
合
は
、
お
お
む
ね
「
母
音
」）
を
表
す
用
法
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
釘
貫
に
よ
れ
ば
、『
悉
曇
蔵
』
に
お
け
る
「
音
韻
」
は
、「『
十
二
十

六
音
韻
』
を
除
け
ば
、
音
声
言
語
を
統
合
す
る
抽
象
的
観
念
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
（
１１
）

れ
る
。」
と
の
こ
と
で
、「
音
韻
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、《
言
語

音
全
般
》（
抽
象
的
観
念
）
を
表
す
語
と
し
て
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
音
韻
」
に
は
、
古
く
に
、
広
く
言
語
音
に
関
係
す
る
も
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の
と
し
て
、《
漢
字
音
の
研
究
》（「
反
切
」
や
「
韻
書
」
な
ど
）、《
特
定
言

語
の
音
の
体
系
》（「
中
天
」
の
音
の
体
系
な
ど
）、《
個
別
の
言
語
音
》（「
韻

母
」
や
「
摩
多
」
な
ど
）、《
言
語
音
全
般
》（
抽
象
的
観
念
）
な
ど
を
表
す

意
味
・
用
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
漢
字
音
を
「
音
」（
頭
子
音
（=

声
母
））
と

「
韻
」（
頭
子
音
以
外
の
部
分
（=

韻
母
））
と
に
分
析
し
て
、
四
三
枚
の

図
表
に
ま
と
め
た
『
韻
鏡
』（
唐
代
末
〜
五
代
頃
成
立

一
一
五
一
初
刊
）

が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
音
韻
」（
漢
字
音
）
の
分
析
が
、「
具
体
的

か
つ
規
程
的
に
」
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
（
１２
）

き
た
。
こ
の
分
析
方
法
は
、
江

戸
時
代
に
な
る
と
、
日
本
語
音
（
五
十
音
）
の
（
学
問
的
な
）
分
析
に
応
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
嚆
矢
は
、
同
じ
一
六
九
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
、

契
沖
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
鴨
東
蔌
父
『
仮
名
文
字
使

蜆
縮
凉
鼓
集
』
と
で

（
１３
）

あ
る
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
提
唱
し
た
『
和
字
正
濫
鈔
』（
巻
一
）
に
は
、

（「
音
韻
」
の
図
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
が
）、「
五
十
（
１４
）

音
図
」
が
載
せ
ら
れ
、

そ
の
割
書
に
、「
竪
ノ
各
行
ハ
五
音
相
通

横
ノ
各
行
ハ
同
韻
（
１５
）

相
通
」
と
あ

る
。
ま
た
、
四
つ
仮
名
（「
じ
・
ぢ
・
ず
・
づ
」）
の
仮
名
遣
い
を
論
じ
た
『
蜆

が
く

づ

縮
凉
鼓
集
』
に
は
、「
音
韻
の
学
は
十
行
五
位
の
音
韻
の
図
を
以
て
本
と
す

べ
し
」
と
あ
り
、「
五
韻
之
図
」
と
「
新
撰
音
韻
之
図
」（
と
も
に
五
十
音
図
）

と
が
載
せ
ら
れ
て
（
１６
）

い
る
。
こ
れ
以
降
、
五
十
音
図
は
、
次
第
に
日
本
語
の
音

韻
の
図
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
（
１７
）

あ
る
。
た
と
え
ば
、

本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』
は
、「
皇
国
ノ
正
音
」（
五
十
音
）
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

タ
テ

（
１０
）
サ
テ
其
五
十
ノ
音
ハ
。
縦
ニ
五
ツ
横
ニ
十
ヅ
ヽ
相
連
リ
テ
。
各

縦
横
音
韻
調
ヒ
テ
乱
ル
ヽ
コ
ト
ナ
ク
。其
音
晴
朗
ナ
ル
ガ
故
ニ
。イ
サ
ヽ

ア
ヒ
ワ
タ

カ
モ
相
渉
リ
マ
ギ
ラ
ハ
シ
キ
コ
ト
モ
ナ
ク
。
一
一
ノ
音
ニ
平
上
去
ノ
三

声
ヲ
具
シ
テ
。
言
ニ
随
テ
転
用
ス
。

（
本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』（
一
七
八
四
序
）「
皇
国
ノ
正
音
」）

こ
の
「
音
韻
」
は
、「
五
十
音
」（
図
）
の
「
縦
横
」
で
あ
り
、「
音=

縦

（=

行
）」、「
韻=

横
（=

段
）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
五
十

音
の
一
つ
一
つ
を
「
音
韻
」
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
は

「
音
」
が
使
わ
れ
て
い
る
）。
こ
う
い
っ
た
「
音
韻
」
は
、《
特
定
言
語
の
音

の
体
系
》（
こ
こ
で
は
、
日
本
語
の
音
韻
体
系
と
し
て
の
「
五
十
音
」）
を
指

す
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
蘭
学
書
に
は
、《
個
別
の
言
語
音
》（
単
位
音
、
分
節
音
）
を
表

す
と
思
わ
れ
る
「
音
韻
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。

（
１１
）
愚
按
ル
カ
此
十
九
字
〔
子
音
字
〕「
ホ
カ
ー
レ
ン
」

〔
vocaalen=

母
音
〕
ニ
従
ハ
ザ
レ
ハ
音
韻
ヲ
如
何
ト
モ
発
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ス

（
前
野
良
沢
『
和
蘭
訳
文
略
草
稿
』（
一
七
七
一
識
語
））

（
１２
）
文
ヲ
為
シ
辞
ヲ
成
ス
ニ
ハ
上
ノ
二
十
六
ノ
文
字
ヲ
二
字
或
三
四

カ
ナ

字
以
上
ヲ
連
合
シ
テ
音
韻
ヲ
諧
ヘ
諸
々
ノ
文
辞
言
語
ヲ
ナ
ス
ナ
リ

其

連
合
シ
テ
音
韻
ヲ
ナ
ス
ヲ
「
シ
ル
ラ
ー
ベ
ン
」〔

syllaben=

音
節
〕

ト
云
フ

（
大
槻
玄
沢
『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八
刊
）
下
巻
「
配
韻
」）

右
二
例
の
「
音
韻
」
は
、
い
ず
れ
も
、
具
体
的
に
は
「
シ
ル
ラ
ー
ベ
ン
」

（=
音
節
）
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
・
二

近
世
ま
で
の
「
音
」

こ
こ
で
、
近
世
ま
で
の
言
語
音
研
究
に
お
い
て
、「
音
」
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
日
本
の
音
韻
研
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究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
の
伝
統
的
な
音
韻
学
（
古
く
は
、「
音
韻
」、

あ
る
い
は
「
音
韻
之
学
」）
で
、「
音
」
と
い
う
語
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
た
か

を
、
中
国
の
専
門
語
辞
典
で
あ
る
『
伝
統
語
言
学
辞
典

第
二
版
』（
河
北

教
育
出
版
社

二
〇
一
〇
）「
音
」
か
ら
見
て
お
く
（
原
文
は
省
略
し
、
筆

者
訳
の
み
を
挙
げ
る
）。

音

音
韻
学
の
術
語
。

①
声
母
の
、
発
音
部
位
の
違
い
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
類
別
を
指
す
。

た
と
え
ば
、「
五
音
」・「
七
音
」・「
喉
音
」・「
牙
音
」
の
類
。

②
声
母
の
、
発
音
方
法
の
違
い
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
類
別
を
指
す
。

た
と
え
ば
、
労
乃
宣
『
等
韻
一
得
』
の
、
い
わ
ゆ
る
「
戞
音
」・「
透

音
」・「
轢
音
」・「
捺
音
」
の
類
。

③
声
母
、
あ
る
い
は
声
類
を
指
す
。
た
と
え
ば
、
宋
の
邵
雍
『
皇
極
経

世
・
声
音
唱
和
図
』
は
、
声
母
（
声
類
）
を
「
音
」
あ
る
い
は
「
地

の
音
」
と
呼
び
、
計
一
二
大
類
一
五
二
音
に
分
け
る
。

④
韻
を
指
す
。
顧
炎
武
『
音
学
五
書
・
音
論
』
に
言
う
、「
古
は
音
と

曰
い
、
今
は
韻
と
曰
う
」
と
。
故
に
「
叶
韻
」
も
「
叶
音
」
と
称
す

る
。

⑤
声
調
を
指
す
。
明
の
戚
継
光
『
戚
参
軍
八
音
字
義
便
覧
』
の
八
音
と

は
、
閩
方
言
の
八
つ
の
声
調
を
指
す
（
実
際
に
は
、
七
つ
の
声
調
で

あ
る
）。

⑥
一
つ
の
音
節
全
体
の
発
音
を
指
す
。
た
と
え
ば
、
陸
徳
明
『
経
典
釈

文
序
』：

「
世
変
り
、
人
移
り
、
音
訛
り
、
字
替
わ
る
」。
陳
第
『
毛

詩
古
音
考
序
』：

「
時
に
古
今
有
り
、
地
に
南
北
有
り
、
字
に
更
革

有
り
、
音
に
転
移
有
り
。」
な
ど
。
こ
の
中
の
「
音
」
は
一
つ
の
音

節
全
体
を
指
し
て
い
う
。

以
上
か
ら
、「
音
」
が
、
広
く
、
多
様
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
（
１８
）

か
る
（
こ
れ
に
対
し
、
同
辞
典
で
は
、「
音
韻
」
に
は
、
①
字
音
、
②
「
音

韻
学
」
の
略
称
、
と
い
う
意
味
し
か
載
せ
て
い
な
い
）。
こ
の
う
ち
の
、「
声

母
」（
頭
子
音
）
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
、
日
本
で
も
そ
の
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
以
下
に
、
そ
れ
以
外
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
例
を
挙
げ
て
お
く
（
た
だ
し
、
多
く
が
熟
語
で
あ
る
）。

（
１３
）
評
シ
テ

為
二

大
唐
ノ

呉
漢
ノ

二
音
天
竺
ノ

中
辺
ノ

別
音
ト
一

中
天
ノ

之

音
ハ

多
ク

用
ヒ
二

漢
音
ヲ
一

少
シ

用
二

呉
音
ヲ
一

南
天
ノ

之
音
ハ

多
ク

用
二

呉
音
ヲ
一

少
シ

用
二

漢
音
ヲ
一

（
安
然
『
悉
曇
蔵
』（
八
八
〇
）
巻
二
）

（
１３
）
は
、「
中
天
音
を
出
す
に
は
、
対
注
漢
字
を
一
般
的
に
は
漢
音
を

用
い
て
発
音
す
る
が
、
少
し
の
字
は
呉
音
を
用
い
る
。
南
天
音
を
出
す
に
は
、

一
般
的
に
は
呉
音
を
以
て
す
る
が
、
少
し
の
字
は
漢
音
を
用
い
る
」（
こ
の

「
漢
音
」
と
「
呉
音
」
と
は
、「
中
国
語
の
方
言
音
と
し
て
の
漢
音
・
呉
音
」

で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
（
１９
）

い
る
。こ
の
「
中
天
之
音
」、「
南
天
之
音
」、

「
漢
音
」、「
呉
音
」
な
ど
の
「
音
」
は
、《
特
定
言
語
の
音
の
体
系
》、
ま
た

は
（
お
よ
び
）、
各
言
語
に
お
け
る
《
個
別
の
言
語
音
》（
詳
し
く
は
、（
各

字
の
）
各
音
節
の
発
音
）
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
音
」
に
は
、
ほ
か
に
、
調
音
部
位
の
違
い
に
基
づ
く
声
母
（
頭
子
音
）

の
種
類
（
あ
る
い
は
、
そ
の
声
母
を
も
つ
音
節
の
種
類
）
を
表
す
用
法
も
見

ら
れ
る
。

（
１４
）
言
二

五
音
ト
一

者
呼
二

迦[k]

左[c]
[
]

多[t]

波[p]

ヲ
一

也

言
二

之
ヲ

反
音
口
処
ヲ

為
ス
ト
一レ

証

今
覈
ヘ
テ
二

梵
音
ノ

口
処
ヲ
一

為
レ

準
ト

諸

説
雖
レ

多
シ
ト

今
拠
ル
二

宗
叡
ニ
一

五
五
ノ

字
ト

者
如
レ

次
喉

齗
歯
唇
ノ

声
ナ
リ

也
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（
安
然
『
悉
曇
蔵
』（
八
八
〇
）
巻
二
）

（
１４
）
の
「
五
音
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
小
学
館

二

〇
〇
〇
〜
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、「
悉
曇
学
で
、
ｋ

ｃ

t・〔
そ
り
舌
音

[
﹈〕

t
p

の
五
つ
の
音
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

を
発
音
部
位
に
よ
っ
て
呼
ん
だ
名
称
。
こ
の
と
ら
え
方
が
中
国
音
韻
学
に
影

響
を
与
え
た
。」（「
五
音
」〔
二
〕
⑵
）
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
、「『
韻
鏡
』

以
後
の
中
国
の
音
韻
学
で
、
発
音
部
位
に
よ
る
音
韻
の
五
分
類
。
す
な
わ
ち
、

唇
音
・
舌
音
・
顎
音
（
ま
た
は
牙
音
）・
歯
音
（
ま
た
は
齗
音
）・
喉
音
の
五

つ
。」（「
五
音
」〔
二
〕
⑶
）
と
な
る
（
ほ
か
に
、「
五
音
」
に
は
、「
五
十
音

図
の
各
行
の
五
つ
の
か
な
を
表
わ
す
音
。」（「
五
音
」〔
二
〕
⑴
）
と
い
う
意

味
も
（
２０
）

あ
る
）。「
唇
音
・
舌
音
・
牙
音
・
歯
音
・
喉
音
」
は
、
早
く
に
、
智
広

ハ
ツ

ゲ

シ
ゼ
ツ
コ
ウ
シ
ン

『
悉
曇
字
記
』（
七
九
四
頃
）
に
、「
声
ノ

之
所
ロ
ハ

発
ス
ル
ニ

則
チ

牙
歯
舌
喉
唇
等
ナ
リ

カ
ナ

キ
ウ

合
フ
テ
二

于
宮
商
ニ
一

其
ノ

文
〔
字
〕
各
ノ

五
ツ
ナ
リ

」
と
見
え
る
。
こ
こ
に
「
五
音
」

と
い
う
言
い
方
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
中
の
「
宮
商
」（
宮
商
角
徴

羽
）
は
、
中
国
の
五
行
思
想
の
「
五
音
」（
五
声
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
牙
歯

舌
喉
唇
」
を
「
五
音
」
と
見
て
い
る
と
思
わ
（
２１
）

れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
江
戸

時
代
の
『
韻
鏡
』
研
究
者
で
あ
る
文
雄
の
『
磨
光
韻
鏡
後
篇
』（
一
七
七
三

刊
）
に
は
、「
五
音
」
と
「
七
音
」
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
１５
）
震
旦
〔
中
国
〕
ノ
国
風
諸
ノ
音
声
ヲ
分
ツ
ニ
五
ツ
ノ
名
ヲ
立
テ

タ
リ

其
五
ツ
ト
ハ
宮
商
角
徴
羽
ノ
五
音
ナ
リ

今
天
竺
ノ
風
ニ
ヨ
リ

文
字
ノ
音

ニ
人
ノ
言
語
ノ
音
ヲ
論
ス
ル
ニ
唇
舌
牙
歯
喉
ノ
五
音
ヲ
用

フ

五
音
ニ
テ
ハ
未
タ
尽
サ
ヽ
ル
所
ア
レ
ハ
唐
ノ
代
ニ
至
リ
テ
半
舌
歯

〔
半
舌
音
〕
半
歯
舌
〔
半
歯
音
〕
ノ
二
音
ヲ
開
キ
テ
七
音
ト
セ
リ

七

音
ニ
テ
ハ
人
言
及
ヒ
文
字
ノ
音
ヲ
微
細
ニ
分
チ
尽
セ
リ

（
文
雄
『
磨
光
韻
鏡
後
篇

指
要
録
』（
一
七
七
三
刊
）「
五
音
七
音
」）

な
お
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
頃
ま
で
の
五
十
音
図
に
は
、
各
行
に
「
唇

舌
牙
歯
喉
」
な
ど
の
別
が
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
（
２２
）

っ
た
。

（
１６
）
五
十
母
字
旧
図

開

開

合

開

開

喉
音

ア
イ
ヤ
ウ
ワ

イ
イ
ヰ
ウ
イ

ウ
イ
ユ
ウ
ウ

エ
イ
ヱ
ウ
エ

ヲ
イ
ヨ
ウ
オ

牙
音

カ
キ
ヤ
ク
ワ

キ
キ
ヰ
ク
イ

ク
キ
ユ
ク
ウ

ケ
キ
ヱ
ク
エ

コ
キ
ヨ
ク
オ

舌
歯
音

サ
シ
ヤ
ス
ワ

シ
シ
ヰ
ス
イ

ス
シ
ユ
ス
ウ

セ
シ
ヱ
ス
エ

ソ
シ
ヨ
ス
オ

舌
音

タ
チ
ヤ
ツ
ワ

チ
チ
ヰ
ツ
イ

ツ
チ
ユ
ツ
ウ

テ
チ
ヱ
ツ
エ

ト
チ
ヨ
ツ
オ

舌
音

ナ
ニ
ヤ
ヌ
ワ

ニ
ニ
ヰ
ヌ
イ

ヌ
ニ
ユ
ヌ
ウ

ネ
ニ
ヱ
ヌ
エ

ノ
ニ
ヨ
ヌ
オ

唇
音

ハ
ヒ
ヤ
フ
ワ

ヒ
ヒ
ヰ
フ
イ

フ
ヒ
ユ
フ
ウ

ヘ
ヒ
ヱ
フ
エ

ホ
ヒ
ヨ
フ
オ

唇
音

マ
ミ
ヤ
ム
ワ

ミ
ミ
ヰ
ム
イ

ム
ミ
ユ
ム
ウ

メ
ミ
ヱ
ム
エ

モ
ミ
ヨ
ム
オ

喉
音

ヤ
ヰ
ヤ
ユ
ワ

ヰ
ヰ
ヰ
ユ
イ

ユ
ヰ
ユ
ユ
ウ

ヱ
ヰ
ヱ
ユ
エ

ヨ
ヰ
ヨ
ユ
オ

舌
音

ラ
リ
ヤ
ル
ワ

リ
リ
ヰ
ル
イ

ル
リ
ユ
ル
ウ

レ
リ
ヱ
ル
エ

ロ
リ
ヨ
ル
オ

喉
音

ワ
イ
ヤ
ウ
ワ

イ
イ
ヰ
ウ
イ

ウ
イ
ユ
ウ
ウ

エ
イ
ヱ
ウ
エ

オ
イ
ヨ
ウ
オ

（
新
井
白
石
『
東
音
譜
』（
一
七
一
九
序
）「
五
十
母
字
旧
図
」）

こ
の
よ
う
な
、「
五
音
」、「
七
音
」、「
喉
音
」、「
牙
音
」
な
ど
の
「
音
」

は
、《
個
別
の
言
語
音
》、
詳
し
く
は
、
調
音
部
位
に
基
づ
く
声
母
（
頭
子
音
）

の
種
類
、
あ
る
い
は
、
そ
の
声
母
を
も
つ
音
節
の
種
類
を
表
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
近
世
ま
で
の
言
語
音
研
究
に
お
い
て
、「
音
韻
」

と
「
音
」
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

㋐
と
も
に
、《
特
定
言
語
の
音
の
体
系
》、
あ
る
い
は
、
各
言
語
に
お
け

る
《
個
別
の
言
語
音
》
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

㋑
《
個
別
の
言
語
音
》
に
関
し
て
、
と
も
に
、「
音
節
」
を
表
す
用
法
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が
あ
る
。

㋒
《
個
別
の
言
語
音
》
に
関
し
て
、「
音
韻
」
に
は
、「
母
音
」
を
表
す

用
法
が
あ
り
、「
音
」
に
は
、「
頭
子
音
」
を
表
す
用
法
が
あ
る
。

三
・
三

近
代
の
「
音
韻
」（「
音
」
を
併
せ
る
）

さ
て
、
五
十
音
図
は
、
明
治
に
入
っ
て
、
国
語
教
育
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
し
か
し
、
明
治
初
め
の
日
本
文
典
（
日
本
語
文
法
教
科
書
）
類
に
は
、

「
音
韻
」
と
い
う
用
語
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
（「
音
」
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
。
以
下
、「
音
韻
」
を
中
心
に
述
べ
る
）。「
音
韻
」
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
の
中
頃
か
ら
（
一
八
九
〇
年
代
以
降
）
で
、

そ
れ
は
、
主
に
、
①
日
本
文
典
の
部
門
名
、
②
五
十
音
の
構
成
要
素
、
③
日

本
語
の
単
位
音
、
と
い
う
用
法
に
お
い
て
で
あ
る
。

①
「
日
本
文
典
の
部
門
名
」
と
し
て
の
「
音
韻
」
は
、
英
文
典
の

orthography

（
部
門
）
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
日
本
文
典
（
文
語

文
典
）
か
ら
、
英
文
典
と
同
様
の
構
成
（orthography,

etym
ology,

syntax,
prosody

）
を
と
っ
て
い
る
も
の
（
た
だ
し
、
全
部
門
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
も
の
も
多
い
）
に
つ
い
て
、こ
の
部
門
の
名
称
を
挙
げ
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
（
２３
）

な
る
。

一
八
七
〇
年
代：

「
文
字
論
」、「
字
学
」、「
文
字
学
」、「
字
法
」、「
文

字
解
」

一
八
八
〇
年
代：

「
音
韻

仮
字
論
」、「
文
字
論
」

一
八
九
〇
年
代：

「
音
韻
」、「
文
字
の
事
」、「
声
音
及
文
字
」、「
字
格
」、

「
音
論
」、「
音
格
」、「
単
語
を
組
織
す
る
音
韻
」、「
声
音
編
」、「
声
音

篇
」、「
音
韻
編
」、「
音
韻
論
」、「
声
音
論
附
文
字
」、「
音
字
」（「
音
と

字
」
の
意
味
）、「
文
字
篇
」、「
音
声
」、「
音
韻
篇
」、「
音
字
論
」（「
音

こ

ゑ

と
字
」
の
意
味
）、「
文
字
及
ひ
音
」、「
音
韻
門
」、「
音
格
篇
」、「
音
韻

も

じ

附
文
字
」

こ
の
よ
う
に
、
日
本
文
典
の
部
門
名
に
「
音
韻
」
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
代
に
は
、「
字
」

を
含
む
名
称
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
、「
音
韻
」

以
外
に
も
、「
音
」、「
声
音
」、「
音
声
」
な
ど
を
含
む
名
称
が
現
れ
て
お
り
、

全
体
と
し
て
、「
音
」
を
含
む
も
の
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
一
八
八
〇
年
代
は
、
刊
行
さ
れ
た
日
本
文
典
の
種
類
が
少
な
い
）。
こ
こ

で
、「
音
韻
」
を
含
む
部
門
名
を
も
つ
日
本
文
典
に
つ
い
て
、
そ
の
「
音
韻
」

が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
、「
音
韻
」
と
は
何
か

に
つ
い
て
、
明
確
に
説
明
（
定
義
）
し
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
代
わ
り
に
、

「
音
韻
」
の
種
類
を
挙
げ
る
も
の
、「
音
韻
」
を
書
き
表
す
文
字
（
仮
名
）

を
挙
げ
る
も
の
、
五
十
音
図
に
お
け
る
「
音
」
と
「
韻
」
と
に
つ
い
て
説
明

す
る
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
る
（
以
下
、
日
本
文
典
の
出
版
元
は
略
し
て
示

す
）。（

１７
）
音
韻
と
は
、
字
の
こ
ゑ
と
ひ
ゞ
き
と
を
い
ふ
が
本
義
な
れ
ど
、

古
く
よ
り
、
五
十
音
図
に
つ
き
て
、

あ
い
う
え
お

か
き
く
け
こ

さ
し
す
せ
そ

た
ち
つ
て
と

な
に
ぬ
ね
の

は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
み
む

め
も

や
い
ゆ
え
よ

ら
り
る
れ
ろ

わ
ゐ
う
ゑ
を

の
十
竪
行
を
い

ひ
、
韻
と
は
、

ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ

イ
キ
シ
チ
ニ
ヒ
ミ
イ
リ

ヰ

ウ
ク
ス
ツ
ヌ
フ
ム
ユ
ル
ウ

エ
ケ
セ
テ
ネ
ヘ
メ
エ
レ
ヱ

オ
コ
ソ

ト
ノ
ホ
モ
ヨ
ロ
ヲ

の
五
横
列
を
い
へ
り

（
小
田
清
雄
『
応
用

日
本
文
典
』
一
八
九
三：

一
「
音
韻
編
」）

（
１８
）
思
想
を
言
ひ
あ
ら
は
す
も
の
は
、
即
ち
言
語
と
文
章
と
な
り
。

言
語
と
は
、
音
韻
を
原
料
と
し
て
、
組
織
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
い
ひ
、
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文
章
と
は
、
そ
の
言
語
を
文
字
に
書
き
あ
ら
は
し
た
る
も
の
を
い
ふ
。

さ
て
、
我
国
の
言
語
を
言
ひ
あ
ら
は
す
音
韻
は
そ
の
数
五
十
に
し
て
、

こ
れ
を
文
字
に
書
き
あ
ら
は
し
、
経
緯
を
乱
さ
ず
連
ね
た
る
を
五
十
音

図
と
い
ふ
。〔

…〕

右
の
五
十
音
を
、
あ
い
う
え
お
、
か
き
く
け
こ
、

と
や
う
に
経
に
読
み
下
す
を
音
と
い
ひ
、
あ
か
さ
た
な
は
ま
や
ら
わ
、

い
き
し
ち
に
ひ
み
い
り
ゐ
、
と
や
う
に
、
緯
に
読
み
亘
す
を
韻
と
い
ふ
。

（
大
宮
宗
司
『
初
等
教
育

日
本
文
典
』
一
八
九
四：

二
・
三
〜
四

「
音
韻
」）

（
１９
）
一
。
音
韻
は
、
単
一
な
る
声
音
に
し
て
、
語
辞
を
綴
り
成
す
の

元
な
れ
ど
も
、
一
音
一
韻
に
て
は
、
何
の
意
義
も
無
き
も
の
な
り
。
音

韻
を
書
き
表
は
す
文
字
を
仮
名
と
い
ひ
、
片
仮
名
、
平
仮
名
の
二
種
あ

り
。〔

…〕

二
。
音
韻
を
大
別
し
て
、
清
音
、
鼻
音
〔
撥
音
〕、
濁

音
、
半
濁
音
、
拗
音
、
促
音
、
引
音
の
七
種
と
な
す
。

（
杉
敏
介
『
中
等
教
科

日
本
文
典
』
一
八
九
八：
三
「
音
韻
篇
」）

（
２０
）
所
謂
音
韻
ト
ハ
、
肺
臓
中
ノ
空
気
、
気
道
ノ
声
帯
（
弾
力
性
ノ

膜
）
ニ
触
レ
テ
、
発
ス
ル
一
種
ノ
響
音
ニ
シ
テ
、
更
ニ
、
口
内
ノ
諸
機

関
ニ
ヨ
リ
テ
、
種
々
ノ
音
韻
ニ
組
成
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ト
ス
。
即
、
性
ニ

求
メ
形
ニ
尋
ネ
、
約
シ
テ
、
父
音
、
母
音
、
及
、
子
音
ノ
三
類
彙
ト
為

シ
、
而
、
更
ニ
、
母
音
ヲ
別
テ
、
母
音
及
半
母
音
ノ
二
種
ト
シ
、
子
音

ヲ
別
テ
、
清
音
、
濁
音
、
拗
音
、
ノ
三
種
ト
ナ
ス
。

（
瓜
生
篤
忠
・
瓜
生
喬
『
国
文
法
詳
解
』
一
八
九
九：

七
「
音
韻
門
」）

（「
父
音
」
は
子
音
（consonant

）、「
子
音
」
は
「
父
音
＋
母
音
」

の
音
節
、「
半
母
音
」
は
ヤ
行
・
ワ
行
音
を
表
す
）

お
ん

ゐ
ん

い

（
２１
）

音
と
は
こ
ゑ
を
云
ひ
、
韻
と
は
、
こ
ゑ
の
ひ
ゞ
き
を
云
ふ
。

わ

く
に
こ
い
う

こ
ゑ

ゆ
ゑ

お
ん

な
づ

す
な
は

吾
が
国
固
有
の
音
は
五
十
な
り
。
故
に
こ
れ
を
五
十
音
と
号
く
。
乃
ち
、

ぼ
い
ん

そ
の
よ

ぼ
い
ん

ぼ
い
ん

五
の
母
音
あ
り
て
、
其
余
四
十
五
は
、
二
つ
の
母
音
、
あ
る
は
、
母
音

し
い
ん

あ

あ

子
音
の
、
相
ひ
合
ひ
て
な
れ
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
、
す
べ
て
の
こ
ゑ

そ
の

こ

な
が

ひ

と
き

ぼ
い
ん

か
へ

ひ
び

は
、
其
、
之
れ
を
長
く
引
く
時
、
み
な
、
五
の
母
音
に
帰
り
響
く
な
り
。

こ

ゑ

ほ
ん
も
ん

し
め

お
ん

〔
頭
注
〕
音
韻
は
、
本
文
に
示
し
た
る
が
ご
と
く
、
五
十
音
は
、
五
つ

く
だ
り

と
こ
ろ

ふ
つ
う
ぞ
く
ご

も
ち

の
こ
ゑ
、
十
の
行
に
あ
ら
は
る
ゝ
所
の
も
の
な
る
が
、
普
通
俗
語
に
用

お
ん

ぎ
や
う

ひ
ら
る
ゝ
音
は
、
ア
行

カ
行

サ
行

タ
行

ナ
行

ハ
行

マ
行

ラ
行

の
四
十
に
、

ヤ
行

の

ヤ
、
ユ
、
ヨ
、

ワ
行
の

ワ

こ
ゑ

の
四
つ
を
く
は
へ
て
、
四
十
四
の
音
と
な
れ
り
。

（
下
田
歌
子
『
女
子
普
通
文
典
』
一
八
九
九：

二
〜
三
「
音
韻

附
文

字
」）

（
２２
）
音
韻
論
は
、
言
語
を
組
織
す
る
音
韻
に
つ
き
て
、
そ
の
発
声
、

及
連
声
の
法
則
、
綴
字
法
（
い
は
ゆ
る
仮
名
遣
ひ
）
を
論
じ

せ
て
こ

の
音
韻
を
代
表
す
る
文
字
を
説
明
す
／
音
韻
を
区
別
し
て
、
左
の
三
種

と
す
／
正
音
／
変
音
〔
濁
音
・
半
濁
音
・
撥
音
〕
／
拗
音
／
こ
れ
な
り

（
鈴
木
忠
孝
『
新
撰

日
本
文
典
』
一
八
九
九：

二
〜
三
「
音
韻
論
」）

（
２３
）
言
語
は
、
音
韻
よ
り
成
る
。
音
韻
に
は
、
清
め
る
も
あ
り
、
濁

れ
る
も
あ
り
、
或
は
、
拗
け
た
る
が
如
き
も
あ
り
。
吾
人
は
、
そ
れ
等

の
音
韻
を
記
載
す
る
に
は
、
通
常
、
仮
字
を
以
て
す
。

（
普
通
教
育
研
究
会
編
『
中
学
教
程

新
撰
日
本
文
典
』
一
九
〇
〇：

二
「
音
韻
論
」）

以
上
の
う
ち
、「
音
韻
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
、（
例
を
挙
げ
る
だ
け
で
な

く
）
説
明
（
定
義
）
を
し
て
い
る
の
は
、（
１９
）
と
（
２０
）
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、「
音
韻
」
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
例
で
も
ふ
れ
て
い
る
。

（
１７
）・（
１８
）・（
２１
）
で
は
、「
音
韻＝

五
十
音
」（「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・

オ
・
…
ワ
・
ヰ
・
ウ
・
ヱ
・
ヲ
」
の
、
文
字
ど
お
り
「
五
十
音
」。
直
音
の
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清
音
）
と
し
て
お
り
、（
１９
）・（
２０
）・（
２２
）・（
２３
）
で
は
、「
五
十
音
」
以

外
の
音
（
濁
音
や
拗
音
な
ど
）
も
含
め
て
、「
音
韻
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

（
１８
）
で
は
、「
音
韻＝

五
十
音
」
を
表
す
「
五
十
音
図
」
に
お
い
て
、「
経

（
縦
行
）＝
音
」、「
緯
（
横
列
）＝

韻
」
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ふ
れ
て

い
る
（
こ
の
よ
う
な
説
明
を
挙
げ
る
日
本
文
典
は
多
い
。（
１７
）
も
こ
れ
に

近
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）。
こ
れ
に
対
し
、（
２１
）
で
は
、「
音

韻＝

こ
ゑ＝

音
（＝
五
十
音
）」、「（
こ
ゑ
の
）
ひ
ゞ
き＝

韻
」
と
見
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
例
で
は
、「
音
韻
」
は
、《
個

別
の
言
語
音
》（
単
位
音
）、具
体
的
に
は
、主
と
し
て
、日
本
語
の
音
節
（
あ

る
い
は
、
モ
ー
ラ
）
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
以
外
に
、（
２０
）

の
よ
う
に
、「
父
音
」
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
）。
た
だ
し
、「
音
韻＝

五
十

音
」
は
、「
五
十
音
図
」
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
単
位
音
で

あ
る
「
音
韻
」
の
全
体
（
体
系
）
を
も
「
音
韻
」
と
呼
ん
で
い
る
（
そ
れ
が

部
門
名
に
使
わ
れ
て
い
る
）
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
「
五
十
音
の
構
成
要
素
」
と
し
て
の
「
音
韻
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
五
十
音
」
を
「
音
韻
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
が
多

い
。
た
だ
し
、
日
本
文
典
に
は
、
五
十
音
図
を
「
音
韻
図
」
と
呼
ん
で
い
る

も
の
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
。
筆
者
の
見
た
限
り
で
は
、
天
野
春
翁
『
言
葉

イ

ツ
ラ
コ
ヱ
ヒ
ヽ
キ
ノ
カ
タ

の
踏
分
』（
一
八
七
七
）
の
「
五
十
連
音
韻
図
」、
関
治
彦
『
語
格
楷
梯

日
本
文
法
』
巻
二
（
一
八
七
九
）
の
「
音
韻
の
図
」、
岡
直
盧
『
国
語
指
掌
』

（
一
八
九
〇
）「
音
韻
」
の
「
五
十
連
音
韻
図
」
ぐ
ら
い
で
あ
る
。「
五
十
音
」

を
「
音
韻
」
と
し
て
い
る
例
を
、
い
く
つ
か
付
け
加
え
て
お
く
。

（
２４
）
日
本
ニ
用
ヰ
ル
所
ノ
音
韻
ハ
キ
ヽ
グ
ル
シ
キ
ヲ
ト
ラ
ズ
シ
テ

キ
ヽ
ヨ
キ
音
バ
カ
リ
ス
グ
リ
シ
ガ
五
十
音
ト
ナ
レ
ル
也

（
吉
川
楽
平
『
国
語
教
授
式
』
一
八
七
七：

一
オ
）

（
２５
）
五
十
音
中
母
音
父
音
ノ
相
違
ス
ル
モ
ノ
ヲ
類
別
シ
テ
之
ヲ
縦
横

ニ
連
ネ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
五
十
連
音
図
ト
云
フ
、
五
十
連
音
図
中
竪
ノ
五
字

ヲ
音
ト
シ
横
ノ
十
字
ヲ
韻
ト
ス
／
此
五
十
ノ
音
韻
ハ
我
国
古
語
ノ
源
泉

ト
ナ
リ
万
変
ニ
応
ス
ル
モ
各
其
格
ニ
従
テ
混
乱
錯
雑
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ハ

我
国
声
音
ノ
霊
妙
ナ
ル
所
以
ナ
リ

（
村
田
鈔
三
郎
『
国
語
文
典
』
一
八
九
三：

五
）

（
２６
）
音
韻
は
言
語
の
基
礎
な
り
。我
が
国
の
音
韻
は
其
数
五
十
あ
り
。

故
に
之
を
五
十
音
と
曰
ふ
。

（
新
楽
金
橘
『
中
等
教
育

実
用
日
本
文
典
』
上
巻

一
九
〇
二：

一

ウ
）

こ
れ
ら
で
は
、「
音
韻
」
は
、《
個
別
の
言
語
音
》（
音
節
、
あ
る
い
は
、

モ
ー
ラ
）
を
表
し
て
い
る
。（
２５
）
な
ど
で
は
、「
五
十
音
」
の
み
を
、
と
く

に
「
正
音
」
と
し
て
、「
音
韻
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
（
濁
音
・
半

濁
音
・
撥
音
・
拗
音
に
つ
い
て
、「
我
国
ノ
正
音
ニ
ア
ラ
ズ
」
な
ど
と
述
べ

て
い
る
）。「
五
十
音
」
を
呼
ぶ
の
に
、「
音
韻
」
以
外
に
、「
音
」、「
音
声
」、

「
声
音
」
な
ど
を
用
い
て
い
る
も
の
も
多
い
（
こ
の
時
代
、
後
の
「
音
韻

（
論
）」
と
「
音
声
（
学
）」
と
に
当
た
る
よ
う
な
区
別
は
な
く
、
い
ず
れ
も

同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
）。
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

コ
ヱ

オ
ン

（
２７
）
我
が
国
の
人
の
音
、
五
十
あ
り
、
こ
れ
を
五
十
音
と
い
ふ
、

（
黒
川
真
頼
『
皇
国

文
典
初
学
』
一

一
八
七
三：

一
ウ
）

（
２８
）
我
が
国
の
言
語
を
い
ひ
あ
ら
は
す
、
固
有
の
音
声
は
、
其
の
数

五
十
あ
り
、
故
に
、
之
を
五
十
音
と
い
ふ
。

（
岡
崎
遠
光
『
日
本
小
文
典
』
一
八
九
五：

一
）

（
２９
）
さ
て
、
そ
の
声
音
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
ふ
に
、
我
が
国
人

の
、
古
来
、
保
有
せ
る
自
然
の
音
に
し
て
、
甚
純
清
の
も
の
五
十
あ
り
、
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名
づ
け
て
五
十
音
と
い
ふ
、

（
高
田
宇
太
郎
編
『
中
等
国
文
典
』
一
八
九
九：

三
）

③
「
日
本
語
の
単
位
音
」
と
し
て
の
「
音
韻
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

（「
五
十
音
」
を
中
心
に
）
①
・
②
で
見
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、「
五
十

音
」
以
外
の
音
も
含
め
て
使
わ
れ
て
い
る
、「
音
」、「
音
声
」、「
声
音
」
の

例
を
挙
げ
て
お
く
。

（
３０
）
日
本
ノ
音
大
凡
四
十
七
声
ア
リ
、
是
ヲ
以
其
ノ
文
字
亦
四
十
七

個
ア
リ
、[

…〕
以
上
母
音
五
、
子
音
四
十
二
、
変
音
〔
撥
音
・
促

音
〕
二
、
濁
音
二
十
、
半
濁
音
五
、
合
ハ
セ
テ
七
十
四
音
ト
ス
、
天
下

ノ
広
キ
言
語
ノ
多
キ
、
此
ヲ
以
其
ノ
音
ヲ
写
ス
ニ
、
記
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル

者
ア
ル
コ
ト
ナ
シ

（
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
上
巻

一
八
七
六：

一
五
オ
・
一
九
ウ
〜
二

〇
オ
）

（
３１
）
日
本
人
の
く
ち
に
す
る
音
声
は
す
べ
て
百
あ
ま
り
で
す
が
、
文

字
の
数
は
五
十
あ
ま
り
し
か
あ
り
ま
せ
ぬ
。

（
金
井
保
三
『
日
本
俗
語
文
典
』
一
九
〇
一：

一
六
）

（
３２
）
鼻
音
ト
、
促
音
ト
ハ
、
五
十
音
以
外
ノ
声
音
ニ
シ
テ
、
鼻
音
ハ
、

殊
更
ニ
「
ン
、
ん
、」
の
字
ア
レ
ド
モ
、
促
音
ハ
、
此
ノ
如
キ
特
別
ノ

仮
名
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
五
十
音
中
ノ
仮
名
ニ
テ
、「
ツ
、
つ
、」
ノ
字
ヲ
仮

リ
テ
、
之
ニ
当
ツ
。

（
大
林
徳
太
郎
・
山
崎
庚
午
太
郎
『
中
学

日
本
文
典
』
上
巻

一
八

九
八：

八
）

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
近
代
（
主
に
明
治
期
）
の
「
音
韻
」（
お
よ
び
、

「
音
」、「
音
声
」、「
声
音
」
な
ど
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え

よ
う
。

（
Ａ
）《
個
別
の
言
語
音
》
に
つ
い
て
、
と
く
に
「
五
十
音
」
を
中
心

と
し
て
、
主
に
音
節
や
モ
ー
ラ
を
表
す
用
法
が
あ
る
。

（
Ｂ
）《
特
定
言
語
の
音
の
体
系
》
に
つ
い
て
、
主
に
「
五
十
音
図
」

と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
、
日
本
語
の
音
の
体
系
を
表
す
用
法
が
あ
る
。

「
音
韻
」（
お
よ
び
、「
音
」、「
音
声
」、「
声
音
」
な
ど
）
は
、「
全
体
」

に
も
「
部
分
」
に
も
使
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
近
代
ま
で
の
言
語
音
研
究
に
お

け
る
、「
音
」
と
「
音
韻
」
と
の
違
い
は
、「
音
韻
」
に
は
「
母
音
」
を
表
す

用
法
が
見
ら
れ
、「
音
」
に
は
、「
頭
子
音
」
を
表
す
用
法
が
見
ら
れ
る
と
い

う
点
だ
け
で
あ
る
。
両
者
に
は
、
と
も
に
、「
全
体
」（
音
の
体
系
）
を
表
す

用
法
と
、「
部
分
」（
個
別
の
音
）
を
表
す
用
法
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
、「
全

体
」
か
「
部
分
」
か
に
よ
っ
て
、
使
い
分
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
く

に
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

注

（
１
）
本
稿
の
題
名
は
、
口
調
の
よ
さ
か
ら
、（「『
音
韻
』
と
『
音
』」
で
は
な

く
）「『
音
』
と
『
音
韻
』」
と
し
た
が
、
論
考
の
中
心
と
な
る
の
は
、「
音
」

よ
り
も
、
む
し
ろ
「
音
韻
」
で
あ
る
。

（
２
）
沖
森
卓
也
編
著
『
語
と
語
彙
』（
朝
倉
書
店

二
〇
一
二：

一
・
二
）

に
よ
れ
ば
、「
語
」
は
「
文
を
構
成
す
る
最
小
の
言
語
単
位
で
、
特
定
の

意
味
、
文
法
上
の
職
能
を
有
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
語
彙
」
は
「
あ
る

言
語
体
系
で
用
い
ら
れ
る
語
の
総
体
」
で
あ
る
。
な
お
、
英
語
で
は
、「
語
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彙
」
がvocabulary

に
、「
語
」
がw

ord

に
当
た
る
（vocabulary,1,

O
xford

D
ictionary

ofE
nglish

（O
D
E

）,Second
Edition

Revised,
2005

）。

（
３
）
英
語
で
は
、
文
字
全
体
（
体
系
）
をalphabet

と
い
い
、
個
々
の
文

字
をletter

と
い
っ
て
、
両
者
の
名
称
を
区
別
す
る
（alphabet,

O
D
E

）。

（
４
）
英
語
のgram

m
ar

は
、
言
語
の
体
系
・
構
造
全
体
を
指
す
質
量
名
詞

（
不
可
算
の
抽
象
名
詞
）
で
あ
る
（gram

m
ar,1,O

D
E

）。

（
５
）
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」、「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
を
利
用
し
た
（
二
〇

一
八
年
一
〇
月
閲
覧
。
以
下
同
じ
）。

（
６
）
「
日
本
語
音
韻
の
基
本
的
単
位
あ
る
い
は
最
小
単
位
は
音
節
〔
ま
た
は

「
拍
」〕
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
と
る
研
究
者
に
は
、
橋
本
進
吉
、
浜

田
敦
、
前
田
正
人
、
亀
井
孝
、
岸
田
武
夫
ら
が
い
る
（
岸
田
武
夫
『
国
語

音
韻
変
化
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院

一
九
八
四：

四
九
〇
〜
四
九
四
）。

な
お
、
音
節
は
、
音
の
ま
と
ま
り
に
よ
る
単
位
、
モ
ー
ラ
（
拍
）
は
、
音

の
長
さ
に
よ
る
単
位
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
コ
ン
」、「
コ
ッ
」、「
コ
ー
」

は
、
い
ず
れ
も
一
音
節
・
二
モ
ー
ラ
と
な
る
。

（
７
）
「
音
韻
」
の
と
ら
え
方
か
ら
い
う
と
、（
ａ
）
は
、
Ｄ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

のphonem
e

（
音
素
）
の
定
義
「a

fam
ily
of
sounds

」（Jones,
D
aniel

（1960

）：A
n
O
utline

of
E
nglish

Phonetics
（N

inth
E
dition

）,W
.H
effer

&
Sons,Cam

bridge,M
aruzen,1960：

49

（
初
版
一
九
一
八
））
な
ど
に
、（
b1
）
は
、
有
坂
秀
世
の
「
音
韻
」
の
定

義
「
発
音
運
動
の
理
想
で
あ
り
、
音
韻
現
象
の
背
後
に
在
つ
て
之
を
意
味

づ
け
る
も
の
」（『
音
韻
論
』
三
省
堂

一
九
四
〇：

二
五
）
な
ど
に
、

（
b2
）
は
、
Ｎ
・
Ｓ
・
ト
ゥ
ル
ベ
ツ
コ
イ
のPhonem

e

（
音
素
）
の
定

義
「
或
る
１
つ
の
音
構
成
体
の
、
音
韻
的
に
有
意
味
な
諸
特
徴
の
総
体
」

（
長
嶋
善
郎
訳
『
音
韻
論
の
原
理
』
岩
波
書
店

一
九
八
〇：

四
二
（
原

著
一
九
三
九
））
や
、
Ｌ
・
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
のphonem

e

（
音

素
）
の
定
義
「
示
差
的
音
特
徴
の
最
小
単
位
」（
三
宅
鴻
・
日
野
資
純
訳

『
言
語
』（
新
装
版
）
大
修
館
書
店

一
九
七
〇：

一
〇
〇
（
初
版
一
九

六
二
、
原
著
一
九
三
三
））
な
ど
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

（
８
）
阿
久
津
智
「『
音
韻
』
の
語
誌
」『
拓
殖
大
学

語
学
研
究
』
一
三
六

拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究

二
〇
一
七
、
釘
貫
亨
『
近
世
仮
名
遣
い
論
の

研
究：

五
十
音
図
と
古
代
日
本
語
音
声
の
発
見
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

二
〇
〇
七
、
馬
渕
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』
大
修
館
書
店

一
九
九
三
な

ど
に
よ
る
。
以
下
、
用
例
は
、「
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
劃
」、「
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、「
国
文
学
研
究
資
料
館

電
子
資

料
館
」、「
早
稲
田
大
学
図
書
館

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
に

よ
っ
て
求
め
た
。

（
９
）
『
悉
曇
字
記
』
は
、
日
本
に
お
け
る
悉
曇
学
の
創
始
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
書
物
で
あ
り
、
こ
の
部
分
は
、
安
然
『
悉
曇
蔵
』（
八
八
〇
）
巻

一
「
梵
文
本
源
」、
明
覚
『
悉
曇
要
訣
』（
一
一
〇
一
）
巻
一
な
ど
に
引
か

れ
て
い
る
。
な
お
、
釘
貫
（
注
８
）
は
、『
悉
曇
字
記
』
の
（
日
本
に
お

け
る
）
注
釈
書
で
あ
る
、
宗
叡
『
悉
曇
私
記
』（
八
八
四
）
に
あ
る
「
中

天
音
韻
」
の
「
音
韻
」
に
つ
い
て
、「
特
定
言
語
の
音
声
の
体
系
を
抽
象

化
し
た
も
の
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
」（
二
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
１０
）
釘
貫
（
注
８
）
二
四
頁
。

（
１１
）
釘
貫
（
注
８
）
二
四
頁
。

（
１２
）
釘
貫
（
注
８
）
三
五
〜
三
六
頁
。
今
日
の
辞
典
の
「
音
韻
」
に
も
、「
漢

字
の
音
（=

頭
音
）
と
韻
（=

尾
音
）。」（『
岩
波
国
語
辞
典

第
七
版

新
版
』
岩
波
書
店

二
〇
一
一
「
音
韻
」
②
）
な
ど
と
あ
る
。
な
お
、
古

く
は
、「
音
」
の
代
わ
り
に
、「
声
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
現
代

中
国
の
「
漢
語
音
韻
学
」
で
は
、「
声
」
が
「
声
母
」
の
意
味
で
使
わ
れ

カ
ナ

る
）。『
悉
曇
字
記
』
に
は
、「
声
合
ウ
レ

韻
ニ
而
字
生
ス
焉
。」
な
ど
と
見
え
、

日
本
の
文
献
に
も
、
た
と
え
ば
、『
反
音
鈔
私
聞
書
』（
一
三
〇
八
頃
）
に

「
此
ア
イ
ウ
ノ
三
字
ハ
声
与
韻
相
同
シ
」
な
ど
と
見
え
る
。
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（
１３
）
釘
貫
（
注
８
）
は
、「『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
で
は
音
韻
の
学
と
は
、
日
本
音

韻
の
学
で
あ
っ
た
。
日
本
音
韻
学
の
こ
の
よ
う
な
自
覚
は
、〔
…
〕
契
沖

『
和
字
正
濫
鈔
』（
元
祿
八
年
刊
）
と
と
も
に
日
本
語
研
究
史
上
始
め
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。」（
四
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
１４
）
馬
渕
（
注
８
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、「『
五
十
音
図
』
と
い
う
名
称
の

本
邦
初
見
」
で
あ
る
が
、
契
沖
は
、「
こ
の
『
五
十
音
図
』
は
日
本
語
の

『
五
十
音
図
』
で
あ
る
と
共
に
、
全
て
の
音
に
普
遍
的
な
音
図
と
い
う
つ

も
り
で
あ
」
り
、「
音
韻
は
世
界
中
同
じ
だ
と
考
え
て
い
た
」（
五
二
頁
）

と
い
う
。
な
お
、『
和
字
正
濫
鈔
』
巻
一
に
は
、
安
然
『
悉
曇
蔵
』（
八
八

〇
）
な
ど
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
、「
南
天
は
中
天
に
次
で
。
東
天
北
天

よ
り
も
音
韻
詳
雅
な
り
。」
と
い
う
、「
音
韻
」
の
用
例
が
見
え
る
。

（
１５
）
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
は
、（「
音
」
と
「
韻
」
と
で
は
な
く
）
主
に
、「
声
」

（「
体
文
」）
と
「
韻
」（「
摩
多
」）
と
が
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
日
本

国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
小
学
館

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、

「
五
音
相
通
」
は
、「
五
十
音
図
の
同
じ
行
の
音
が
互
い
に
通
用
し
合
う

と
い
う
考
え
。」
で
（
こ
の
「
音
」
は
、
音
節
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
）、

そ
の
初
出
文
献
は
『
仙
覚
抄
』（
一
二
六
九
）
で
あ
り
、「
同
韻
相
通
」
は
、

「
同
母
音
を
持
つ
音
が
互
い
に
通
用
す
る
こ
と
。」
で
、
そ
の
初
出
文
献

は
『
名
語
記
』（
一
二
七
五
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
古
典
の
解
釈
や
歌

語
の
解
釈
の
た
め
に
、
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
、

悉
曇
学
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
（
福
井
久
蔵
『
増
訂
版

日
本
文
法
史
』

風
間
書
房

一
九
五
三：

一
一
〜
一
四
（
初
刊
一
九
〇
七
））。

（
１６
）
『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
に
は
、「
音
韻
」
が
《
個
別
の
言
語
音
》、
具
体
的
に

は
、
方
言
に
お
け
る
（
音
節
の
）
発
音
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
も

し
や
う
こ

あ
げ

見
ら
れ
る
。「
証
拠
を
挙
て
い
は
ば
京
都
中
国
板
東
北
国
等
の
人
に
逢
て

お
ん
ゐ
ん

す
べ

ぶ
ん
べ
ん

ち
く
し
が
た

こ
と
ば

其
音
韻
を
聞
に
総
て
四
音
の
分
弁
な
き
が
ご
と
し

唯
筑
紫
方
の
辞
を
聞

あ
な
が
ち
お
し
ふ

に
大
形
明
に
言
分
る
也

一
文
不
通
の
児
女
子
な
り
と
い
へ
共
強
に
教
る

事
も
な
け
れ
ど
も
自
然
に
聞
習
ひ
て
常
々
の
物
語
に
も
其
音
韻
を
混
乱
す

る
事
な
し
」（
上
「
凡
例
」）。

（
１７
）
馬
渕
（
注
８
）
六
二
頁
。
な
お
、「
五
十
音
図
」
に
「
音
韻
」
と
い
う

名
称
を
付
し
た
も
の
に
は
、『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
の
も
の
の
ほ
か
に
、
新
井

白
石
『
東
音
譜
』（
一
七
一
九
序
）「
凡
例
」
の
「
東
方
音
韻
図
」（
た
だ

し
、
本
文
中
の
図
は
、「
五
十
母
字
旧
図
」、「
音
韻
字
母
新
譜
」）、
文
雄

『
和
字
大
観
鈔
』（
一
七
五
四
刊
）
巻
上
「
五
十
字
文
」
の
「
日
本
音
韻

開
合
仮
字
反
図
」、谷
川
士
清
『
和
訓
栞
』（
一
七
七
七
刊
）
巻
一
「
大
綱
」

の
「
音
韻
相
通
仮
字
反
図
」
な
ど
が
あ
る
（
明
治
期
の
も
の
は
、
本
文
参

照
）。

（
１８
）
こ
れ
に
近
い
記
述
は
、『
言
語
学
大
辞
典

第
６
巻

術
語
編
』（
三
省

お
ん

堂

一
九
九
六
）
に
も
見
ら
れ
る
。「『
音
』
は
普
通
、
音
声
学
的
レ
ベ
ル

に
お
け
る
要
素
な
い
し
は
そ
の
集
合
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
、
個
々
の
要
素

を
さ
す
場
合
は
単
音
（phone

）
と
同
様
の
意
味
で
、
ま
た
要
素
の
集

合
に
つ
い
て
は
、
有
声
音
、
摩
擦
音
、
吸
着
音
な
ど
の
よ
う
に
共
通
の
特

徴
を
も
つ
音
を
表
わ
す
包
括
的
な
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。」（「
音

（
１
）」）。

（
１９
）
馬
渕
（
注
８
）
一
二
一
頁
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、『
悉
曇
蔵
』
巻
五
に

あ
る
、（
１３
）
と
同
様
の
主
旨
の
部
分
に
つ
い
て
、
述
べ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

（
２０
）
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
に
あ
る
、
こ
の
意
味
で
の
「
五
音
」

の
初
出
文
献
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』（
一
〇
七
九
）
で
あ
る
。「
五

音
相
通
」
の
「
五
音
」
は
、
こ
れ
に
当
た
る
。

（
２１
）
『
悉
曇
字
記
』
の
解
説
書
で
あ
る
、
信
範
『
悉
曇
字
記
聞
書
』（
一
三

世
紀
）
巻
二
に
は
、「
今
云
牙
歯
舌
喉
唇
等
ト
者
如
ク
レ

次
ノka

ca
a
ta
pa

ノ
五
句
ノ
字
ナ
リ
也〔

…〕

合
フ
ト
二

于
宮
商
ニ
一

者
以
テ
二

此
ノka

ca

等
ノ
五
句

ヲ
一

合
ス
ル
二

彼
ノ
宮
商
等
ノ

五
音
ニ
一

也
」（
梵
字
は
ロ
ー
マ
字
（

は
音
声
記

号
）
に
翻
字
し
て
お
く
）
と
あ
る
。

（
２２
）
た
だ
し
、
五
十
音
（
の
各
行
・
各
仮
名
）
と
、「
五
音
」
や
「
七
音
」
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と
の
関
係
に
は
、
固
定
化
が
見
ら
れ
る
（
実
際
の
発
音
を
必
ず
し
も
反
映

す
る
も
の
で
は
な
い
）
と
い
う
（
湯
沢
質
幸
「
五
音
の
歌
」『
文
藝
言
語

研
究
・
言
語
編
』
二
二

筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系

一
九
九
二：

一

四
五
）。

（
２３
）
阿
久
津
智
「
明
治
期
の
日
本
文
典
に
お
け
る
音
韻
」『
立
教
大
学
日
本

語
研
究
』
二
四

立
教
大
学
日
本
語
研
究
会

二
〇
一
七：

二
九
〜
三

〇
。
な
お
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
英
文
典
で
は
、orthography

（
部

門
）
は
、「
字
学
」、「
字
論
」、「
正
字
法
」、「
正
字
学
」、「
文
字
学
」、
字

音
学
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
英
文
典
で
は
、「
音
韻
」
と
い
う
語
は
、

本
文
中
に
も
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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問
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